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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第155期

第２四半期連結
累計期間

第156期
第２四半期連結

累計期間
第155期

会計期間
自　平成28年１月１日
至　平成28年６月30日

自　平成29年１月１日
至　平成29年６月30日

自　平成28年１月１日
至　平成28年12月31日

売上高 (千円) 4,751,687 4,751,719 10,959,037

経常損失 (千円) △668,186 △912,782 △305,295

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失
(千円) △726,890 △901,125 △529,802

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △735,147 △907,705 △509,924

純資産額 (千円) 2,402,495 1,641,986 2,580,519

総資産額 (千円) 16,246,489 15,835,126 15,858,922

１株当たり四半期（当期）純

損失
(円) △51.37 △63.59 △37.43

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 11.8 7.7 13.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 625,725 △415,462 1,239,197

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △406,578 △420,000 △610,563

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △101,607 523,361 △522,738

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
(千円) 1,936,425 1,612,680 1,924,781
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回次
第155期

第２四半期連結
会計期間

第156期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.41 6.86

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標の推移については記載してお

りません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半

期（当期）純損失金額であるため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境が緩やかに回復しているものの、英国の

ＥＵ離脱、米国新政権の経済・外交政策、東アジア情勢等の影響により、先行き不透明な状況が続きました。

　こうした状況の中、当社では安全運航の徹底とともに積極的な営業展開を図りました。その結果、ゴールデン・

ウイーク期間中が曜日配列にも恵まれ好調であったこと、営業施策としてインバウンド誘致に取り組んだ結果、輸

送量全体に占める割合はまだ少ないもののインバウンド団体が増加傾向にあること等により、輸送状況は回復基調

で推移し、売上高は前年並みとなりました。

　また、当社では４月１日より「有人国境離島地域の保全及び特定有人国境離島地域に係る地域社会の維持に関す

る特別措置法」に基づき、国及び地元自治体の補助を受けて島民旅客運賃（島民割引）を新設、実施しておりま

す。これにより、カーフェリーから収入単価の高いジェットフォイルへの転移が見られ、利用形態において変化が

起きております。

　一方、費用面においては、原油価格の上昇に伴い燃料費が大幅に増加した他、船舶に係る修繕費も増加となりま

した。

　当第２四半期連結累計期間の売上高は4,751,719千円（前年同期比0.0％増）、営業損失は855,943千円（前年同

期は598,780千円の営業損失）、経常損失は912,782千円（前年同期は668,186千円の経常損失）、親会社株主に帰

属する四半期純損失は901,125千円（前年同期は726,890千円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりまし

た。

 

　セグメントの業績は以下のとおりであります。なお、当社グループの売上高は事業の性質上、第３四半期に著し

く増加する傾向にあり季節的変動が顕著であります。

 

①海運

　当第２四半期連結累計期間の旅客輸送人員は622,507人（前年同期比0.9％減）、自動車航送台数は乗用車換算で

88,461台（前年同期比0.7％増）、貨物輸送トン数は75,350トン（前年同期比0.9％増）となりました。

　以上の結果、売上高は3,189,681千円（前年同期比0.9％減）、セグメント損失（営業損失）は791,309千円（前

年同期は527,429千円のセグメント損失（営業損失））となりました。

②一般貨物自動車運送

　当第２四半期連結累計期間の売上高は752,564千円（前年同期比1.9％増）、セグメント損失（営業損失）は

6,104千円（前年同期は5,407千円のセグメント損失（営業損失））となりました。

③売店・飲食

　当第２四半期連結累計期間の売上高は421,762千円（前年同期比0.3％増）、セグメント損失（営業損失）は

32,240千円（前年同期は42,445千円のセグメント損失（営業損失））となりました。

④観光

　当第２四半期連結累計期間の売上高は281,573千円（前年同期比1.6％増）、セグメント損失（営業損失）は

49,019千円（前年同期は45,429千円のセグメント損失（営業損失））となりました。

⑤その他

　当第２四半期連結累計期間の売上高は106,139千円（前年同期比8.5％増）、セグメント利益（営業利益）は

6,956千円（前年同期比289.9％増）となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動に

よる資金の減少が415,462千円、投資活動による資金の減少が420,000千円、財務活動による資金の増加が523,361

千円となり、前連結会計年度末に比べ312,101千円減少し、当第２四半期連結累計期間末残高は1,612,680千円（前

年同期比16.7％減）となりました。各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動による資金の減少は415,462千円（前年同期は625,725千円の増加）となりました。これは税金等調整

前四半期純損失が884,853千円であったものの、減価償却費が436,235千円あったことが主な要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動による資金の減少は420,000千円（前年同期は406,578千円の減少）となりました。これは有形及び無

形固定資産の取得による支出が484,404千円あったことが主な要因であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の増加は523,361千円（前年同期は101,607千円の減少）となりました。これは社債償還に

よる支出が210,020千円あったものの、短期借入れによる収入が短期借入金の返済による支出を96,600千円、長

期借入による収入が長期借入金の返済による支出を664,128千円それぞれ上回ったことが主な要因であります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　記載すべき事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成29年８月14日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 14,275,450 14,275,450
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数
100株

計 14,275,450 14,275,450 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
－ 14,275,450 － 843,135 － 680,992

 

（６）【大株主の状況】

  平成29年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

新潟県 新潟市中央区新光町４番地１ 5,454 38.20

佐渡農業協同組合 新潟県佐渡市原黒300番地１ 614 4.30

株式会社　第四銀行 新潟市中央区東堀前通７番町1071－１ 418 2.93

古川茂代 新潟県上越市 277 1.94

株式会社　神田造船所 広島県呉市吉浦新町１丁目６－21 254 1.78

株式会社　北越銀行 新潟県長岡市大手通２丁目２－14 252 1.77

新潟県観光物産株式会社 新潟市江南区亀田工業団地２丁目２－３ 237 1.66

川重ジェイ・ピイ・エス株式会社 神戸市中央区東川崎町３丁目１－１ 227 1.59

株式会社　和田商会 新潟市中央区礎町通３ノ町2128 212 1.48

新潟交通株式会社 新潟市中央区万代１丁目６－１ 203 1.42

計 － 8,153 57.11
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式　　　49,500
― ―

（相互保有株式）

普通株式　　　64,400
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　14,153,900 141,539 ―

単元未満株式 普通株式　　　 7,650 ― ―

発行済株式総数 14,275,450 ― ―

総株主の議決権 ― 141,539 ―

 

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）      

佐渡汽船株式会社
新潟県佐渡市

両津湊353番地
49,500 － 49,500 0.34

（相互保有株式）      

佐渡汽船運輸株式会社
新潟県佐渡市

吾潟183－１
61,400 － 61,400 0.43

佐渡汽船観光株式会社
新潟市中央区

万代島９番１号
3,000 － 3,000 0.02

計 ― 113,900 － 113,900 0.79

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）及び「海運企業財務諸表準則」（昭和29年運輸省告示第431号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年１月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 ※１ 4,751,687 ※１ 4,751,719

売上原価 4,852,985 5,135,757

売上総損失（△） △101,298 △384,038

販売費及び一般管理費 ※２ 497,482 ※２ 471,905

営業損失（△） △598,780 △855,943

営業外収益   

固定資産賃貸料 34,721 38,720

受取利息 213 113

受取配当金 4,149 4,201

その他 23,552 24,578

営業外収益合計 62,635 67,612

営業外費用   

支払利息 93,861 87,458

固定資産賃貸費用 24,860 21,518

その他 13,320 15,475

営業外費用合計 132,041 124,451

経常損失（△） △668,186 △912,782

特別利益   

固定資産売却益 7,792 7,365

新株予約権戻入益 － 24,984

特別利益合計 7,792 32,349

特別損失   

固定資産売却損 925 741

固定資産除却損 7,109 3,679

特別損失合計 8,034 4,420

税金等調整前四半期純損失（△） △668,428 △884,853

法人税、住民税及び事業税 9,310 31,125

法人税等調整額 49,068 △7,932

法人税等合計 58,378 23,193

四半期純損失（△） △726,806 △908,046

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
84 △6,921

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △726,890 △901,125
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年６月30日)

四半期純損失（△） △726,806 △908,046

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △8,341 341

その他の包括利益合計 △8,341 341

四半期包括利益 △735,147 △907,705

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △734,922 △900,804

非支配株主に係る四半期包括利益 △225 △6,901
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(2)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年12月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,111,021 1,784,120

受取手形及び売掛金 748,619 901,737

たな卸資産 ※３ 797,953 ※３ 820,279

繰延税金資産 14,075 16,333

その他 207,733 228,012

貸倒引当金 △4,321 △4,636

流動資産合計 3,875,080 3,745,845

固定資産   

有形固定資産   

船舶（純額） 5,712,208 5,631,397

建物（純額） 2,814,824 2,939,091

土地 1,738,812 1,738,812

建設仮勘定 97,099 98,580

その他（純額） 824,712 859,971

有形固定資産合計 11,187,655 11,267,851

無形固定資産   

その他 177,514 193,832

無形固定資産合計 177,514 193,832

投資その他の資産   

投資有価証券 173,709 181,203

長期前払費用 302,653 306,362

繰延税金資産 38,249 39,539

その他 56,506 58,187

貸倒引当金 △33 －

投資その他の資産合計 571,084 585,291

固定資産合計 11,936,253 12,046,974

繰延資産   

社債発行費 47,589 42,307

繰延資産合計 47,589 42,307

資産合計 15,858,922 15,835,126
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年12月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 454,608 473,746

短期借入金 ※４ 157,400 ※４ 254,000

1年内償還予定の社債 420,040 420,040

1年内返済予定の長期借入金 1,681,268 1,758,115

未払法人税等 40,384 33,821

賞与引当金 45,496 48,867

その他 740,999 994,526

流動負債合計 3,540,195 3,983,115

固定負債   

社債 1,819,140 1,609,120

長期借入金 6,711,144 7,298,425

役員退職慰労引当金 56,255 61,041

退職給付に係る負債 824,161 841,219

特別修繕引当金 105,836 199,235

資産除去債務 27,088 27,358

その他 194,584 173,627

固定負債合計 9,738,208 10,210,025

負債合計 13,278,403 14,193,140

純資産の部   

株主資本   

資本金 843,135 843,135

資本剰余金 651,203 651,915

利益剰余金 644,115 △257,010

自己株式 △46,432 △40,210

株主資本合計 2,092,021 1,197,830

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 24,969 25,290

その他の包括利益累計額合計 24,969 25,290

新株予約権 66,570 35,281

非支配株主持分 396,959 383,585

純資産合計 2,580,519 1,641,986

負債純資産合計 15,858,922 15,835,126
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △668,428 △884,853

減価償却費 473,045 436,235

貸倒引当金の増減額（△は減少） △503 282

受取利息及び受取配当金 △4,362 △4,314

支払利息 93,861 87,458

売上債権の増減額（△は増加） 20,551 △153,118

たな卸資産の増減額（△は増加） △32,227 △22,328

仕入債務の増減額（△は減少） 73,458 19,135

のれん償却額 250 －

社債発行費償却 4,687 5,281

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,142 △569

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 23,753 21,846

株式報酬費用 5,079 －

特別修繕引当金の増減額（△は減少） 27,131 93,399

新株予約権戻入益 － △24,985

有形及び無形固定資産売却損益（△は益） △6,867 △6,623

有形及び無形固定資産除却損 7,109 3,679

未収消費税等の増減額（△は増加） 441,819 △45,075

未払消費税等の増減額（△は減少） △12,253 △124,328

その他 375,964 315,460

小計 828,209 △283,418

利息及び配当金の受取額 4,362 4,314

利息の支払額 △104,034 △95,974

法人税等の支払額 △102,812 △40,384

営業活動によるキャッシュ・フロー 625,725 △415,462

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △360 △7,550

投資有価証券の売却による収入 － 116

有形及び無形固定資産の取得による支出 △449,746 △484,404

有形及び無形固定資産の売却による収入 4,290 12,404

補助金収入 25,982 44,575

定期預金の預入による支出 △82,801 △81,200

定期預金の払戻による収入 96,000 96,000

長期貸付金の回収による収入 57 59

投資活動によるキャッシュ・フロー △406,578 △420,000

 

EDINET提出書類

佐渡汽船株式会社(E04244)

四半期報告書

14/22



 

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 824,000 660,000

短期借入金の返済による支出 △1,153,000 △563,400

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △20,016 △21,476

長期借入れによる収入 1,130,000 1,669,976

長期借入金の返済による支出 △1,081,538 △1,005,848

社債の発行による収入 632,935 －

社債の償還による支出 △431,620 △210,020

自己株式の取得による支出 － △2

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △3,500

非支配株主への配当金の支払額 △2,368 △2,369

財務活動によるキャッシュ・フロー △101,607 523,361

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 117,540 △312,101

現金及び現金同等物の期首残高 1,818,885 1,924,781

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,936,425 ※１ 1,612,680
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【注記事項】

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成29年１月１日　至　平成29年６月30日）

　当社グループの売上高は、事業の性質上、第３四半期に集中する傾向があり、季節的な変動が顕著であります。

 

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な科目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日

　　至　平成28年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年１月１日

　　至　平成29年６月30日）

従業員給与・賞与 152,018千円 152,943千円

退職給付費用 3,143 2,592

貸倒引当金繰入額 △429 315

役員退職慰労引当金繰入額 5,995 5,276

賞与引当金繰入額 4,324 4,127

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成28年12月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 7,069千円 9,962千円

 

２　　保証債務

　他の協同組合の金融機関からの借入に対して債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成28年12月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年６月30日）

新潟流通センター運送事業協同組合 84,000千円 75,000千円

 

※３　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年12月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年６月30日）

貯蔵品 750,399千円 752,921千円

商品 46,300 64,696

原材料 1,254 2,662

 

※４　当座貸越契約

　当社グループでは、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。こ

れらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年12月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年６月30日）

当座貸越極度額 1,464,000千円 1,464,000千円

借入実行残高 82,400 244,000

　差引額 1,381,600 1,220,000
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

 
 
 
 

前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日

　　至　平成28年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年１月１日

　　至　平成29年６月30日）

現金及び預金勘定 2,107,364千円 1,784,120千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △170,939 △171,440

現金及び現金同等物 1,936,425 1,612,680

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年６月30日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年１月１日　至　平成29年６月30日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）
合計

 海運
一般貨物

自動車運送
売店・飲食 観光 計

売上高        

外部顧客への売上高 3,217,452 738,621 420,640 277,118 4,653,831 97,856 4,751,687

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,209 168,014 14,645 195,030 379,898 93,374 473,272

計 3,219,661 906,635 435,285 472,148 5,033,729 191,230 5,224,959

セグメント利益又は損失(△) △527,429 △5,407 △42,445 △45,429 △620,710 1,784 △618,926

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建物サービス事業及び不

動産賃貸事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

                                             （単位：千円）

　利益 　金額

　報告セグメント計 △620,710

　「その他」の区分の利益 1,784

　セグメント間取引消去 20,146

　四半期連結損益計算書の営業損失（△） △598,780
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年１月１日　至　平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）
合計

 海運
一般貨物

自動車運送
売店・飲食 観光 計

売上高        

外部顧客への売上高 3,189,681 752,564 421,762 281,573 4,645,580 106,139 4,751,719

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,664 164,431 17,953 196,607 380,655 93,157 473,812

計 3,191,345 916,995 439,715 478,180 5,026,235 199,296 5,225,531

セグメント利益又は損失(△) △791,309 △6,104 △32,240 △49,019 △878,672 6,956 △871,716

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建物サービス事業及び不

動産賃貸事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

                                             （単位：千円）

　利益 　金額

　報告セグメント計 △878,672

　「その他」の区分の利益 6,956

　セグメント間取引消去 15,773

　四半期連結損益計算書の営業損失（△） △855,943
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年１月１日
至　平成29年６月30日）

　１株当たり四半期純損失金額 51円37銭 63円59銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額

（千円）
726,890 901,125

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純損失金額（千円）
726,890 901,125

普通株式の期中平均株式数（株） 14,150,913 14,170,310

　希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で前連結会計年度から重要な変動があった

ものの概要

－ －

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損

失であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成29年８月14日

佐渡汽船株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 五 十 嵐　　　　　朗 　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 清　　水　　栄　　一 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る佐渡汽船株式会社の平成29年１月１日から平成29年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会
計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年１月１日
から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結貸借対照表、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四
半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、佐渡汽船株式会社及び連結子会社
の平成29年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及
びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認
められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上
 
 
　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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